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民 増
が 進
I卜 に

村
民
総
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
。

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
村
民
相
互

の
親
睦
と
健
康
増
進
を
は
か
ろ
う

―
。
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
か
か
げ
た

第
九
回
村
民
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
二
月
八
日
、
市
浦
中
学
校

⌒
パ

ド
ミ
ン
ト
シ
）
、
脇
元
小
学
校
（パ

レ
ー
ボ
ー
ル
）、
十
三
小
学
校

⌒卓

球
）
の
各
体
育
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
総
合
力
に
優
る
相
内
第

一

チ
ー
ム
が
連
続
総
合
優
勝
に
輝
き

こ
の
日
は
、
村
内
各
班
の
選
手

が
各
会
場
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、
各
班

代
表
に
よ
る
抽
せ
ん
組
合
わ
せ
を

し
た
あ
と
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
子
連
れ
お
父
さ

ん
の
応
援
に
ハ
ッ
ス
ル
す
る
マ
マ

さ
ん
の
活
躍
が
め
だ
ち
、
赤
ち
ゃ

ん
に
ミ
ル
ク
を
与
え
な
が
ら
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
に
出
場
し
た
お
母
さ
ん

ダ
ブ
ル
ス
を
組
ん
で
呼
吸
の
あ

っ
た
試
合
は
こ
び
を
す
る
夫
婦
の

姿
に
あ
た
た
か
い
拍
手
が
わ
い
て

１

９
ふ

―

閉
会
式
に
来
賓
と
し
て
参
加
し

た
自
川
治
二
郎
村
長
は
、
各
班
選

手
の
活
躍
を
た
た
え
た
あ
と

「
村

民
の
念
願
で
あ

っ
た
体
育
館
は
、

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
ご
厚
意
に
よ
り
実

現
可
能
と
な

っ
た
。
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

市
浦
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
高
効
率
使

用
を
は
か
り
、
村
民
総
健
康
の
た

め
市
浦
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
と
し
て
ほ
し
い
」
。

と
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ラ
ン
の
説
明
と
海

洋
セ
ン
タ
ー
設
置
の
目
的
を
の
ベ

激
励
し
ま
し
た
。

■
種
目
別
競
技
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

優
勝
、
相
内
第

一
チ
ー
ム
、
準
優

勝
、
相
内
第
ニ
チ
ー
ム
、
第
二
位

磯
松
チ
ー
ム

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

優
勝
、
相
内
第
四
チ
ー
ム
、
準
優

勝
、
太
田
チ
ー
ム
、
第
二
位
、
十

三
第
ニ
チ
ー
ム

■
卓
球
の
部

優
勝
、
十
二
第

一
チ
ー
ム
、
準
優

勝
、
相
内
第

一
チ
ー
ム
、
第
二
位

磯
松
チ
ー
ム

■
総
合
の
部
　
　
　
一

総
合
優
勝
、
相
内
第

一
チ
ー
ム

総
合
準
優
勝
、
磯
松
チ
ー
ム
、
総

合
第
二
位
、
十
三
第

一
チ
ー
ム
、

総
合
第
四
位
、
相
内
第
ニ
チ
ー
ム

総
合
第
五
位
、
十
二
第
ニ
チ
ー
ム

市
浦
村
の
ポ
ラ
ン
テ
ァ
グ
ル
ー

プ
が
こ
の
ほ
ど
、
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
で
、
自
然
食
品
展
示
即
売
会

を
開
き
、
無
公
害
自
然
食
品
の
ピ

ー
ア
ー
ル
に

一
役
か
い
ま
し
た
。

毎
日
食
べ
る
食
物
が
有
害
で
あ

れ
ば
、
身
体
に
悪
影
響
を
も
た
ら

し
、
健
康
を
そ
こ
ね
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧
の

増
産
、
保
存
、
見
ば
え
を
よ
く
す

る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
米
、

野
菜

・
果
物
な
ど
に
は
生
産
過
程

に
お
い
て
農
薬
や
化
学
肥
料
が
、

ま
た
加
工
食
品
に
は
さ
ま
ざ
ま

の
合
成
食
品
添
加
物
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
品
に
よ
る

人
体
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
は
、

動
物
実
験
等
に
よ
る
厳
し
い
検
査

を
経
て
、
認
可
を
得
て
い
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
安
全
性
に
つ
い
て

は

一
部
の
学
者
の
間
で
も
真
剣
に

論
議
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

婦
人
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ア
グ
ル
ー
プ
で
は

「食
品
公
害
の

実
態
を
認
識
し
、
正
し
い
食
生
活

で
健
康
で
明
る
い
毎
日
を
送
ろ
う

―
―
と
と
、
自
然
食
口ｍ
の
ピ
ー
ア

ー
ル
に
つ
と
め
て
い
る
し
の
で
す
。

こ
の
日
も
、
二
十
人
の
会
員
が

参
加
し
、
無
公
害
洗
剤
や
自
然
食

品
な
ど
の
販
売
、
食
堂
部
を
設
け

て
自
然
食
品
の
試
食
、
食
品
公
害

の
実
態
を
上
映
す
る
な
ど
、
自
然

食
品
の
流
通
供
給
や
自
然
農
法
の

実
施
普
及
に
つ
と
め
て
い
ま
し
た
。

第 9回

村国冬囲スポロツ大会
相内第一チームが

総合優勝

卓球決勝戦で火花 Pを ちらす 。…

岩館選手 (十 三第一)対斎藤選手 (相 内第一)

自然食品で健康に

清浄で安全な農産物や加工食品をビーアールする

わ ンテアグループ
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第

一
日
は
、
滋
賀
県
栗
東
町
に

あ
る
い
三
東
工
業
社
を
訪
問
し
、

事
業
本
部
で
東
芳
平
取
締
役
総
務

部
長
、
自
川
郁
夫
同
土
本
部
長
ら

幹
部
と
懇
談
。
山
田
勝
明
収
入
役

が
、
本
村
の
現
況
を
説
明
し
た
あ

と
本
村
出
身
者
の
継
続
雇
用
拡
大

を
依
頼
し
ま
し
た
。

同
社
に
は
、「
青
森
県
か
ら
六
十

二
人
が
来
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二

十
二
人
が
市
浦
村
か
ら
で
あ
る
。

十
二
年
以
上
の
長
い
人
た
ち
が
多

く
、
会
社
と
し
て
も
非
常
に
頼
り

に
し
て
い
る
。
勤
勉
で
人
柄
が
よ

く
、
み
ん
な
で
協
力
し
あ
い
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
る
の
で
安
０
し
て

任
せ
ら
れ
ま
す
。

」
と
お
ほ
め
の

言
葉
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
甲
賀

郡
土
山
町
、
青
工
作
業
場
に
向
う
。

こ
こ
で
は
、
高
谷
肇
さ
ん
ら
十

五
人
が
元
気
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

（
工
事

一
部
完
成
に
よ
リ
リ
ー
ダ

ー
の
三
和
喜
代
美
さ
ん
ら
六
人
は

帰
村
）

現
場
近
く
に
あ
る
宿
舎
で
集
会

を
開
き
ま
し
た
が
、
不
漁
の
た
め

初
め
て
出
か
せ
ぎ
に
き
た
と
い
う

古
川
忠

一
さ
ん
ら
は

「
と
に
か
く

大
変
な
も
の
だ
。
遠
く
離
れ
て
村

の
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。

地
場
産
業
の
育
成
や
漁
業
対
策
等

を
も

つ
と
強
化
し
て
ほ
し
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

第
二
日
は
、
東
京
都
港
区
に
本

社
を
か
ま
え
る
仰
協
信
機
工
を
訪

間
。
笹
島
昭
義
代
表
取
締
役
社
長

ら
幹
部
と
懇
談
し
た
あ
と
杉
並
区

萩
窪
の
現
場
へ
―
―
。

二
月
十
日
ご
ろ
ま
で
成
田
事
業

所
で
本
村
出
身
者
十
人
が
就
労
し

て
い
た
が
、
工
事
が
一
部
完
了
し
、

和
嶋
由
蔵
さ
ん
ら
四
人
が
宅
地
造

成
工
事
に
就
労
し
て
い
ま
し
た
。

同
社
に
は
、
新
岡
幸
治
さ
ん
が

リ
ー
ダ
ー
に
毎
年
常
連
が
多
く
、

「市
浦
の
人
た
ち
は
よ
く
働
く
」

と
評
判
が
よ
く
、
健
康
、
安
全
管

理
に
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
二
日
は
、
川
崎
市
高
津
区
、

笹
島
建
設
榊
溝
の
回
作
業
所
を
訪

問
。
同
社
に
は
工
藤
聖

一
さ
ん
ら

五
人
が
元
気
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
川
崎
市
発
注
の
下
水
道

工
事
に
就
労
し
て
い
ま
す
が
、
三

月
末
に
は
完
成
し
、
工
藤
さ
ん
た

ち
は
二
月
い
っ
ぱ
い
で
帰
村
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
社
の
長
田
武
志
所
長
は

「
工

事
現
場
は
二
十
力
所
以
上
も
あ
り

仕
事
が
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。
雇

用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
東
北
出
身
者

で
、
市
浦
、
小
泊
出
身
が
七
割
を

占
め
て
い
る
。
み
な
さ
ん
一
生
け

ん
め
い
働
い
て
お
り
、
定
休
日
の

日
曜
日
以
外
は
休
む
人
が
い
な
い
」

と
出
動
簿
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

（留
守
家
族
と
の
交
信
は
、
ほ
と

ん
ど
電
話
で
行
っ
て
い
る
よ
う
で

村
内
の
情
報
は
よ
く
知
っ
て
い
た
）

午
後
か
ら
は
、
ク
ノ
ー
ル
食
品

帥
を
訪
問
し
、
昼
食
時
間
を
利
用

し
て
本
村
出
身
者
を
激
励
し
ま
し

た
。
同
社
に
は
、
秋
田
谷
文
雄
さ

ん
ら
十
二
人
が
働
い
て
い
ま
し
た

が
流
れ
作
業
の
た
め
、
時
間
が
と

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
昼
食
時
間

の
集
会
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
集

会
後
、
八
鍬
俊
男
人
事
課
長
補
佐

の
案
内
で
工
場
を
視
察
。
食
品
製

造
会
社
で
あ
る
た
め
、
特
に
安
全
、

衛
生
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
。

横
浜
市
金
沢
区
、
協
業
組
合
横

浜
捺
染
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
の

は
午
後
三
時
。
伊
藤
興
二
課
長
と

懇
談
し
た
あ
と
工
場
を
視
察
し
た
。

勤
務
は
二
交
代
で
二
十
四
時
間

体
制
。
同
社
に
は
工
藤
勝
則
さ
ん

ら
十
四
人
就
労
し
て
い
る
が
、
工

場
で
は
、
中
山
安

一
郎
さ
ん
ら
八

人
が
担
当
部
所
で
一
生
け
ん
め
い

働
い
て
い
ま
し
た
。
伊
藤
課
長
の

案
内
で
、
寮
を
訪
問
す
る
と
櫛
引

由
喜
雄
さ
ん
ら
六
人
が
風
呂
に
入

り
、
夜
動
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

業
務
は
機
械
の
補
助
的
作
業
で

安
全
な
仕
事
で
あ
る
が
、
帰
郷
す

る
頃
ケ
ガ
を
す
る
人
も
あ
り
、
気

の
ゆ
る
み
か
ら
く
る
ケ
ガ
も
あ
る

ま
た
、

「
市
浦
の
人
た
ち
は
六

年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
が
多
く
、
本

工
な
み
の
熟
練
工
が
多

い
」
と
評

判
が
よ
か
っ
た
。
宿
合
の
設
備
も

改
善
さ
れ
、
安
全
、
健
康
管
理
に

も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

全
日
程
を
通
じ
て
、
心
配
さ
れ

て
い
た
賃
金
ト
ラ
ブ
ル
や
過
重
労

働
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
各
事
業
所

ご
と
に
安
全
教
育
、
健
康
管
理
が

徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
く
感

を
お
、
現
地
訪
間
に
八
ミ
リ
カ

メ
ラ
を
持
参
し
て
状
況
を
収
録
し

て
き
た
の
で
、
企
画
室
で
は
近
く

留
守
家
族
懇
談
会
等
で
上
映
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
者
を
激
励
訪
問

山
咽
勝
明
収
入
役

一
行
は
、
二
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
滋
賀
、
神
奈
川
、
東
京
で
働
い
て

い
る
村
出
身
出
か
せ
ぎ
者
を
激
励
訪
問
し
ま
し
た
。

激
励
訪
問
し
た
の
は
、
山
田
勝
明
収
入
役
、
桑
野
邦
夫
企
画
係
長
、
浜
田
和
幸
主
事
の
二
人
で
、
事

業
所
五
カ
所
を
訪
間
。
各
事
業
所
の
本
村
出
身
者
は
み
ん
な
元
気
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

協信機工では宅地造成をして
いました

濤の口作業所で働 くみなさん

クノール食品でもみなさん元気でした
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好天に意まれた相内小のスキー大会は

かけつけた父兄の目を楽しませました

¬

あ
す
の
地
域
を

創
り
変
え
て
い
く

限
り
な
い
大
き
な

力
を
秘
め
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
芽

を
伸
ば
す
た
め
に
、

相
内
保
育
所
で
は
、

ハ
ダ
カ
保
育
や
マ

び
な
ど
心
と
体
の

パ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
健
康
保
育
に
力

を
そ
そ

い
で
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど

「
心
に
フ
ル
サ
ト
を
」
を
テ
ー

マ
に
雪
上
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
き
、

六
十
三
名
に
の
ぼ
る
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
方
の
参
加
を
得
て
楽
し

い

一
日
を
す
ご
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
内
容
は
、
お
や
つ
拾

い

カ
ル
タ
探
し
、
色
合
わ
せ
ゲ
ー
ム

ソ
リ
競
争
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で

大
雪
と
寒
さ
を
フ
ッ
飛
ば
す
元
気

な
声
が
グ
ラ
ン
ド

一
杯
に
こ
だ
ま

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
ホ
ー
ル
で
お

母
さ
ん
と

一
緒
に
会
食
し
、
久
し

ぶ
り
に
．親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
心
ゆ

く
ま
で
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

親子で寒さをふっ飛ばそう

走
れ
、
飛

ベ

こ
ど
も
は
風
の
子

子どもは風の子.′ 元気な声がグランドにこだました

雪上ゲーム大会

相
内
小
で
ス
キ
ー
大
会

相
内
小
学
校

（小
寺
春
夫
校
長

・
児
童
生
徒
百
六
十
四
人
）
で
は

雪
で
こ
も
り
が
ち
な
子
ど
も
た
ち

の
健
康
増
進
と
体
力
の
向
上
、
ス

キ
ー
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ゥ
プ
を
は

か
る
た
め
、
体
育
の
時
間
と
学
村

自
由
活
動
の
中
に
ス
キ
ー
を
と
り

た
ち
の
ス
キ
ー
熱
が
高
ま
∪
、
ス

ー
ー
部
の
結
成
ゃ
そ
の
技
術
も
向

１
１
７
ハ
ス

一と
か
ら
　
相
互
の

耕
卜
を

´ヽ、
く
め
た
社
内
ス
キ
ー
メ‐

ａ
を
開
＝
し
て
い
る
¨

今
年
１
，
．
．月
卜
五
日
、
吉
野
ス

キ
ー
場
で
大
会
を
開
き
、
１
ど
も

た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
ぶ
り
を
発

揮
し
、
自
銀
に
鮮
か
な
シ
ュ
プ
ー

ル
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
冬
型
の
気
圧
配
置

も
ゆ
る
み
、
太
陽
が
顔
を
の
ぞ
か

せ
る
絶
好
の
大
会
日
と
な
り
、
市

浦
ス
キ
ー
愛
好
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
協
力
で
ス
キ
ー
場
の
コ
ン
デ

ン

も
わ
が
子
の
雄
姿
に
日
を
ほ
そ
め

ま
た
、
幼
児
を
対
象
と
し
た
み

か
ん
拾

い
に
は
親
子
連
れ
で
参
加

す
る
風
景
も
み
ら
れ
、
お
母
さ
ん

の
手
料
理
を
ひ
ろ
げ
て
の
昼
食
は

親
と
ル
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
和

や
か
な
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
、
地

域
ぐ
る
み
の
ス
キ
ー
大
会
と
な
り

大
会
種
日
と
競
技
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（優
勝
者
の
み
）

■
ミ
ニ
ス
キ
ー

一
年
の
部
、
小

林
猛
ヽ
１３
秒
９
）大
澤
美
賀
子

（
２２

２２
秒
４
）
　

一
一年
の
部
、
本
村
方

昭

（
１３
秒
３
）
松
村
千
保

（
１４
秒

■
ピ
ク
ニ
ッ
ク
直
滑
降
三
年
、

三
和
貢
、
岩
間
清
人

（
１６
秒
９
）

久
保
田
珠
貴

（
１８
秒
３
）
四
年
、

鳴
海
俊
久

（
１７
秒
６
）
岡
本
香
繊

（
２４
秒
１
）
五
年
、
三
和
道
春

（
‐５
秒
１
）
三
和
信
子
（
１５
秒
９
）

六
年
、
岩
間
光
男

（
１６
秒
５
）
中

居
恵

（
１５
秒
９
）

■
ア
ル
ペ
ン
直
滑
降

一
年
、
丁

子
谷
智

（
１２
秒
８
）
二
年
、
青
山

潤
哉
、
三
和
貴
道

（
１５
秒
）
安
保

さ
や
か

（
‐９
秒
）
三
年
、
工
藤
真

丈

（
１９
秒
１
）
鳴
海
優
子

（
２３
秒

―
墜
ふ

―

８
）
四
年
、
岩
谷
博
喜
（
１７
秒
８
）

大
杉
絵
美
ル

（
１８
秒
６
）
五
年
、

鳴
海
忠

⌒
１９
秒
）
藤
田
牧
子

（
２‐

秒
２
）
六
年
、
今
井
康
裕
（
１８
秒
）

丁
千
谷
香

（
２３
秒
３
）

■
そ
り

一
年
、
斎
藤
淳
展

（
１７

秒
）
大
澤
美
賀
子

（
２２
秒
４
）
二

年
、
青
山
潤
哉

（
１７
秒
）
安
保
さ

ゃ
か

（
２０
秒
２
）
三
年
、
三
和
貢

（
‐５
秒
３
）
久
保
田
珠
貴

（
１７
秒

５
）
四
年
、
三
和
克
則

（
１６
秒
）

佐
藤
恵
久
子
、
鳴
海
美
智
子
、
田

中
律
千

（
１８
秒
４
）
五
年
、
三
和

道
春

（
２６
秒
）
秋
田
谷
愛
子

（
２０

秒
２
）
六
年
、
岩
間
光
男

（
１６
秒

５
）
中
居
恵

（
１５
秒
９
）

■
大
回
転
二
年
、
三
和
貴
道
（
２６

秒
９
）
三
年
、
三
和
朋
之

（
１８
秒
）

四
年
、
丁
子
谷
充

（
１９
秒
４
）
、

福
士
理
子

（
１９
秒
４
）

五
年
、

鳴
海
忠

（
１９
秒
６
了
不
谷
芳
子
（
２５

秒
６
）
六
年
、
丁
子
谷
政
秀

（
１７

秒
）
丁
千
谷
香
、
秋
田
谷
ふ
み
こ

（
２３
秒
６
）

■
回
転
三
年
、
福
士
貴
大

（
１９

秒
９
）
四
年
、
岩
谷
博
喜

（
１９
秒

２
）
安
保
千
城

（
２０
秒
７
）
五
年

安
保

一
宏

（
１９
秒
７
）
藤
田
牧
子

（
２３
秒
９
〓
（
年
、
〓
一和
直
利

（
１７

秒
９
）
秋
田
谷
ふ
み
こ

■
距
離
三
年
、
棟
方
全
超
、
三

和
光
子
、
四
年
、
鳴
海
俊
久
、
安

保
千
城
、
五
年
、
三
和
道
春
、
三

浦
里
子
、
六
年
、
三
和
直
利
、
藤

田
奈
津
子



委 員
■
　
市
浦
村
監
査
委
員

工
藤
誠

一
郎
、
成
田
義
衛

■
　
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
佐
藤
佐
吉
、
委
員
葛
西
敬

太
郎
、
浜
田
昭
彦
、
柏
谷
美
智
雄

■
教
育
委
員
会

教
育
長
俵
谷
佐
之

一
、
教
育
委

員
長
白
川
行
雄
、
同
委
員
奈
良
喜

一
郎
、
安
保
泰
夫
、
工
藤
礼

一
、

⌒二
月
二
十
日
現
在
）

■
　
農
業
委
員
会

会
長
武
田
長
之
助
、
委
員
小
笠

原
金
道
、
伊
南
義
道
、
大
沢
賓

一

浜
田
熊
太
郎
、
山
田
進
、
自
川
浅

次
郎
、
三
和
善
蔵
、
佐
藤
孝
治
、

三
和
隆
、
成
田
豊
太
郎
、
工
藤
昇
、

小
林
勝
雄
、
梶
浦
清
、
相
沢
治
、

竹
谷
友
二
郎

■
　
相
内
財
産
区
管
理
会

会
長
上
野
伊
仁
治
、
委
員
工
藤
銀

次
郎
、
秋
田
谷
重
蔵
、
本
村
政
邦

奈
良
直
美
、
成
田
義
尚
、
秋
田
谷

清
司

■
　
脇
元
財
産
区
管
理
会

会
長
伊
南
忠
雄
、
委
員
櫛
引
伝
治

郎
、
三
上
正
衛
、
伊
南
幸
男
、
佐

藤
佐
吉
、
村
元
清
蔵
、
黒
川
進

■
十
三
財
産
区
管
理
会

会
長
長
尾
平
内
、
委
員
浜
田
熊
太

郎
、
浜
田
昭
彦
、
三
上
浅
吉
、
工

藤
章
次
郎
、
八
木
沢
良
蔵
、
大
沢

丈
己

■
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

三
上
辰
雄
、
葛
西
善
六
、
宮
崎
五

二
郎

■
　
行
政
相
談
委
員
　
白
川
行
雄

■
　
人
権
擁
護
委
員

奏
義
雄
、
成
田
永
吉

■
　
相
内
地
区
町
内
会

第
二
町
内
会
長
鳴
海
藤
雄
、
第
二

町
内
会
長
成
田
秀
雄
、
桂
川
町
内

会
長
秋
田
谷
久
助

■
　
太
田
地
区
同
、
九
山
与
七

■
　
磯
松
地
区
同
、
藤
田
弥
男
造

■
　
脇
元
地
区
町
内
会

上
脇
元
町
内
会
長
佐
藤
多
三
吉

■
　
十
三
地
区
町
内
会

仲
町
町
内
会
長
亀
田
喜
二
郎
、
ま

ち
町
内
会
長
坂
井
健
二
郎
、　
⌒相

内
第

一
、
下
脇
元
、
十
二
地
区
山

子
町
内
会
長
は
、
欠
員
し
て
い
ま

す
の
で
近
く
選
任
す
る
予
定
で
す
ヽ

若
山
馨
さ
ん

↑
一一一０
　
一
級
合
格

⑪ 広報しうら

交通安全カラオケ

25人がのど自慢

佐藤秀子さんが優勝

村
で
は
、　
一
月
二
十
二
日
午
後

九
時
三
十
四
分
ご
ろ
脇
元
の
国
道

三
二
九
号
線
で
道
路
を
横
切
ろ
う

と
し
て
い
た
葛
西
キ
ン
さ
ん

（７７

歳
）
が
乗
用
車
に
衡
突
さ
れ
頭
を

強
く
打
っ
て
間
も
な
く
死
亡
…
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
記
録
千

日
達
成

（
二
月
二
十
二
日
）
を
目

前
に
し
て
の
死
亡
事
故
は
、
交
通

事
故
の
な
い
明
る
い
村
づ
く
り
を

目
指
し
て
運
動
を
展
開
し
て
き
た

安
協
関
係
者
、
村
民
の
願
い
は
踏

み
に
じ
ら
れ
た
形
と
な
っ
て
い
た
。

安
協
青
年
部
で
は
、
こ
の
シ
ョ

ッ
ク
か
ら

一
日
も
早
く
立
ち
な
お

り
、

「地
域
か
ら
二
度
と
死
亡
事

す
な
′
」
と

″ゼ
ロ
の
記
録
″
ヘ

再
出
発
を
決
意
し
た
も
の
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
は
、
金
木
警

察
署
の
斎
藤
部
長
、
山
田
村
収
入

役
ら
も
か
け
つ
け
激
励
し
、
三
浦

美
智
男
さ
ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
歌
う
前
の
交
通
安
全
標

語
、
試
飲
し
て
の
検
知
度
テ
ス
ト
、

観
客
へ
福
引
き
の
サ
ー
ビ
ス
等
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
中

里
町
か
ら
の
飛
び
入
り
も
ふ
く
め

て
二
十
五
人
の
歌
手
が
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
浴
び
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ

の
再
出
発
に
ふ
さ
わ
し
い
も
り
あ

が
り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
七
、
三
七
〇
円
の
収
益

第
五
十
七
回
商
工
会
珠
算
検
定

試
験
は
二
月
十
四
日
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
十
三
小
学
校
六
年
の
若
山

馨
さ
ん
が
見
事

一
級
に
合
格
し
ま

▽
一
級
　
着
山
馨

（十
三
小
）

▽
二
級
　
葛
西
香
織
（市
浦
中
）

三
和
裕
子

（相
内
小
）

▽
三
級
　
太
田
絵
利
子
、
石
岡

裕
子

（脇
元
小
）
三
橋
る
み
、
石

沢
慶
子

⌒十
三
小
）
九
山
暦
子
、

下
沢
典
子

（太
田
小
）

静
子
、
柳
谷
由
美
子

（十
三
小
）

工
藤
美
才
恵
、
鳴
海
彰
雄
、
九
山

勝
彦

⌒太
田
小
）
田
中
律
子
、
秋

田
谷
美
香
子

（相
内
小
）

▽
五
級
　
中
井
健
、
亀
田
綾
子
、

相
川
和
子
、
工
藤
柳
子

⌒十
三
小
）

木
村
美
穂
子
、
奈
良
美
和
子

（太

田
小
）
三
浦
美
奈
子
、
三
和
敬
子
、

鳴
海
美
智
子
、
佐
藤
純
子
、
中
居

幸

（相
内
小
）

▽
六
級
　
松
江
の
り
子
、
福
島

俊
司
、
小
寺
由
里
子

（十
三
小
）

西
田
英
子
、
三
和
真
季
子
、
棟
方

全
超

（相
内
小
）

▽
七
級
　
村
元
宏
禎
⌒脇
元
小
）

奈
良
信
和
、
木
村
康
仁

⌒太
田
小
）

三
浦
理
恵
、
三
和
大
純

（相
内
小
）

▽
八
級
　
山
田
美
紀
、
横
山
る

故
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
　
　
金
は
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
託
　
　
　
▽
四
級
　
櫛
引
浩
二
、
竹
谷
千
　
　
つ
子

（脇
元
小
）
三
上
文
子
、
島

仲
間
か
ら
は
絶
対
交
通
事
故
を
出
　
　
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穂

⌒脇
元
小
）
亀
田
孝
子
、
豊
島

　

津
利
加
子
、
山
内
珠
美
（相
内
小
）



広報しうら o

役 場 の 電 話 は

21n番 で す おしらせ 3
国民健康保険者証の書きかえを

次により行います。

青森労■基準局から

事業主の み な さんヘ

労働保険 (労 災保険と雇用保険)

の申告書の提出と保険料の納付は、

「 4月 1日 から5月 15日 」までです。

まだ、手続 きをされていない事

業主の方は、お早目に済ませて下

なお、55年 度は、56年 1月 1日

から労災保険率が引き上げられ、

また、雇用保険率は56年 度から引
き下げられましたので、保険料の

計算の際には注意して下さい。

また、労働保険料や労災保険の

給付のことについては、いつでも

遠慮なく、青森労働基準局または

所轄の労働基準監督署へお問い合
わせ下さい。

五所川原労働基準監督署

(電話01730-2309番 )

十三・出穂ぎ組合役員

組合長、三上浅吉、副組合長、

相川忠利、理事、梶浦勇太郎、古

田金房、秋田谷千代一、堀川重郎、

豊島心一、本荘ヨコ、梶浦みつえ、

相川ソメ、監事、豊島藤二郎、長

尾義満、中居栄。

交通 災害共済 へ加 入 を

1日 :円 でご家族の安心を′

O加入申し込み 役場総務課ヘ

O会 費 1人 1年間 350円

O期 間 4月 1日 から翌年 3月

O見舞全 交通事故死亡は80万 円、

けがは 1万円から16万

円までです。

詳 しくは総務課へどうぞ。

やめよう。′犬の放し飼い

この頃、大の放 し飼いによる苦

情が大変ふえています。犬を飼っ

ている人は、責任をもって必ずつ

ないでおいてください。

犬を放 しておくと、県の規則に

よって罰せられますので、十分注

意してください。また、交通事故
の原因にもなりかねないので、大

の放 し飼いは絶対やめてください。

「東京・ 相 内会」の誘 い

55年 8月 号でもおしらせ した東

京近辺に在住 している同郷者の親

睦会「東京 。相内会」の今年例会

が次の日程で行われることになり、

参加の呼びかけをしています。

■ 日時 56年 4月 12日 (日 曜日)

午後 1時

■集合場所 上野公園、西郷銅

像前

■会費 大入 3,500円 、小人

1,000円 、 (当 日徴収)

会でもっている住所録に変更が

多く、連絡できず困っていますの

で兄弟姉妹、子どもたちの住所 を

教えてほしいとのことです。

■連絡先

東京都保谷市住吉町4の 3の 6

加藤 貴子

(電話0424-21-2765)

―
螢
ふ

―

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん

保
険
料
四
月
か
ら

四
、五
〇
〇
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
現

七
七
〇
円
で
す
が
、

今
年
の
四
月
か
ら

一
カ
月
分

が
四
、
五
〇
〇
円
に
変
わ
り

ま
す
。

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受

給
者
が
増
え
続
け
て
い
く
の

と
、
年
金
額
が
物
価
上
昇
な

ど
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
増
額

さ
れ
て
い
く
た
め
に
、
給
付

の
不
足
分
を
補
う
国
の
負
担

額
も
増
え
、
被
保
険
者
の
保

険
料
負
担
額
も
増
え
て
い
く

た
め
で
す
。
国
民
年
金
で
は
、

年
金
給
付
額
の
三
分
の

一
が

国
庫
補
助
さ
れ
て
お
り
、
加

入
期
間
短
縮
に
よ
る
特
例
加

算
部
分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
手
厚

い
国
庫
補
助
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

改
正
後
の
年
金
を
ま
か
な
う

た
め
に
必
要
な
保
険
料
は
、

八
、
〇
〇
〇
円
程
度
に
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

保
険
料
の
額
が
改
正
さ
れ
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



(D広報しうら

津軽の先住民族

壇
林
寺
之
図

秀
栄
生
涯
の
二
面

秀
栄
の
生
涯
は
幸
や
か
な

一

面
と
寂
し
い
一
面
と
が
あ
り
ま

し
た
。
十
三
福
島
城
に
養
子
と

し
て
迎
え
ら
れ
、
本
家
平
泉
藤

原
氏
と
呼
応
し
て
、
安
東
水
軍

の
船
団
を
組
織
し
、
朝
鮮

。
中

国

。
南
方
諸
国
に
ま
で
活
躍
舞

台
を
拡
張
し
た
時
代
は
、
も

っ

と
も
華
や
か
な
時
代
で
し
た
。

そ
れ
が
津
軽
宗
家
筋
の
藤
崎
安

東
氏
の
垂
涎
の
的
と
な
り
、
ま

た
嫡
子
秀
寿
の
早
世
に
無
常
を

感
じ
、
嫡
孫
秀
元
に
職
を
ゆ
ず

り
壇
林
寺
を
建
立
剃
髪
し
て
栄

蓮

（ま
た
は
栄
瑞
）
と
名
乗
り

ひ
た
す
ら
仏
道
に
帰
依
し
た
時

代
は
寂
し
さ
の
絶
頂
に
あ

っ
た

時
代
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
未
来
永
劫
に
郷

土
の
大
ド
ラ
マ
の
主
人
公
秀
栄

の
偉
大
な
功
績
を
讃
え
、
冥
福

を
祈
る
と
と
も
に
子
々
孫
々
ま

で
語
り
継

い
で
い
き
た
い
も
の

で
す
。秀

栄
を
偲
ぶ
出
土
品

さ
て
、
壇
林
寺
に
関
す
る
古

書
は
、
き
わ
め
て
不
足
で
、
「
前

代
系
諸
」

「東
日
流
外
三
郡
誌
」

の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
視
す
る
郷

土
史
家
も
お
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
そ
の
寺
址
を

「隠
居
」
と

か

「古
城
ケ
丘
」
と
呼
ば
れ
て

現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
来
て
い

る
土
地
が
あ
る
こ
と
や
そ
こ
か

ら
出
土
す
る
数
々
の
品
物
に
よ

っ
て
壇
林
寺
の
存
在
に

一
片
の

疑
念
を
は
さ
む
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
出
土
品
の
大
概
を

記
し
て
参
考
に
供
し
ま
す
。

①
明
治
二
十
年
頃
、
錆
び
朽

た
し
日
本
刀
と
縄
文
土
器

⌒現

存
し
な
い
）
②
明
治
二
十
五
年

頃
、
十
三
南
端
長
兵
衛
屋
敷
か

ら
完
全
な
五
輸
塔

⌒湊
迎
寺
境

内
安
置
）
③
明
治
三
十
年
頃
、

寺
址
南
端
か
ら
浜
田
五
二
郎
発

掘
五
輪
塔
部
分

（湊
迎
寺
境
内
）

④
夭
正
十
二
年
頃
、
佐
藤
公
知

発
掘
縄
文
土
器
⑤
年
代
不
詳
富

疱
斎
藤
吝
運
動
場
付
近
か
ら
完

全
土
器
⑥
年
代
不
詳
喜
田
貞
吉
、

奥
田
順
蔵
縄
文
土
器
⑦
昭
和
十

五
年
頃
、
豊
島
勝
蔵
外
生
徒
大

礎
石
八
個
、
三
間
飛
び
布
置
③

昭
和
二
十
三
年
、
秋
元
豊
二
郎

⌒南
洋
さ
ん
）
礎
石
四
個
、
三

間
飛
び
布
置
、
焼
米
若
干
、
０
）

同
年
同
氏
、
懸
仏

一
体

⌒湊
迎

年
六
月
同
氏
、
茶
臼
一
個

（史

談
会
）
⑫
二
十
四
年
十
月
史
談

会
、
青
磁
、
白
磁
片
外
数
種
及

び
礎
石
⑬
二
十
五
年
五
月
秋
元

氏
、
菊
紋
章
付
瓦
片
、
金
属
片

⑭
五
十
二
年
桜
井
清
彦
氏
等
試

掘
、
小
礎
石
址
、
小
礎
石
、
焼

石
多
数
、
青
白
磁
外
焼
物
片
多

数
等
々
桝
戦
に
避
が
な
い
ほ
ど

で
あ
り
ま
す
。

こ

‐れ
等
の
発
掘
出
土
品
か
ら

推
量
す
れ
ば
古
文
書
が
示
す
壇

林
寺
址
で
あ

っ
た
こ
と
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
証
明
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

寺
址
の
範
囲
―
次
号
に
続
く

寺
址
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

紙
面
の
関
係
で
次
回
に
私
の
考

え
を
述
べ
る
つ
も
り
で
す
が
、

津
軽
文
化
の
発
祥
地
と
い
わ
れ

て
い
る
秀
栄
の
隠
居
址
壇
林
寺

の
境
内
は
、
今
ま
で
の
考
え
の

よ
う
な
小
範
囲
の
も
の
で
は
な

か

つ
た
こ
と
を
附
言
し
て
筆
を

置
き
ま
す
。

お

の
部

お
前

一
番
、
用
の
糞
二
番
　
お

前

一
番
で
馬
の
糞
二
番
と
い
う
、

人
を
け
な
す
こ
と
ば
。

お
ま
る
サ
糞
　
一
一度
手
間
の
意
。

思
う

一
念
岩
を
通
す
、
春
風
身

を
出
す
、
癬
夕
仲
布ム
趾
を
嘉
す

寝
小
便
の
子
を
か
ら
か
う
時
に
い

面
綱
を
切
ら
し
た
層
　
手
綱
か

ら
離
れ
た
馬
の
よ
う
に
自
由
奔

放
な
こ
と
。

親
父
ど
南
壼
辛
い
程
好
い
　
唐

辛
子
と
父
親
は
き
つ
い
方
が

い
い

と
い
つ
意
味
。

親
僣
い
ば
子
も
僣
い
、
坊
主
憎

いば
一
接．撫
い　
憎
い
と
思
え
ば

何
で
も
憎
く
な
る
。

撫
に
叫
騰
け
、
■
卜
に
鷹
警
げ

る
　
人
に
頼
り
安
易
な
こ
と
。
雪

隠
は
便
所
の
古
語
。

親
の
意
見
ど
冷
洒
ア
末
に
効
ぐ

は
じ
め
は
大
し
た
こ
と
が
な
い

よ
う
で
あ
っ
て
も
後
に
な
っ
て
き

親
の
心
、
子
知
ら
ず
　
親
の
深

い
配
慮
も
子
ど
も
に
は

一
向
に
理

解
さ
れ
な
い
こ
と
。

組
の
光
は
七
光
り
　
親
の
余
沢

は
か
ぎ
り
な
く
あ
り
が
た
い
も
の
。

親
層
自
　
親
は
子
の
愛
に
お
ぼ

れ
て
、
子
の
お
ろ
か
な
の
を
知
ら

壇
林
寺

豊 に

つ
島 ぃ

勝 て
(3)

蔵

ぐ
ら

い
の
も
の
で
、
他
書
は

こ
　

　

寺

）
⑩

二
十
三
～
二
十
五
年
同

れ
ら
の
引
用
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。　
　
　
氏
、
唐
草
紋
様

の
金
色
金
具
及

壇
林
寺
が
ほ
ん
と
う

に
あ

っ
た
　

　

び
文
銭

⌒
史
談
会

）
⑪

二
十
四
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広報しうら ⑭

磁
晨
末
Ｔ
Ｉ
夕
Ｆ
てヽ
②

派
遣
社
教
主
事
　
片
　
山
　
永
　
繁

「
六
十
の
手
習

い
」
と
言
う
諺

の
と
お
り
、
意
識
し
て
や
ら
な
く

て
も
、
人
間
の
教
育
が

一
生
に
わ

た

っ
て
続
け
ら
れ
る
、
い
ゎ
ゆ
る

生
涯
教
育
の
考
え
方
は
昔
か
ら
あ

人
間
が
活
動
し
、
生
き
て
い
る

限

・
り
、
人
生
の
ど
の
段
階
で
も
何

か
を
新
し
く
学
ば
な
け
れ
ば
い
け

日
本
女
大
桜
楓
会
理
事
長
管
支

那
氏
は
、
人
間
の
成
長
を
可
能
に

す
る
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

①
　
過
去
の
視
点

②

現
代
の
視
点

③

未
来
の
視
点

と
大
別
し
て
い
る
。

①

・
―ょ
、
人
間
の
豊
か
な
遺
産
を

次
の
世
代
に
伝
達
継
承
さ
せ
よ
う

′
と
す
る
も
の
。

「な
か
よ
く
遊
び
な
さ
い
」
と

い
く
ら
注
意
し
て
も
、
子
供
た
ち

の
間
で
は
、　
ぃ
じ
め
る
＝
い
じ
め

ら
れ
る
、
と
い
う
関
係
が
ど
う
し

自
分
の
子
供
が
い
じ
め
て
ば
か

り
、
あ
る
い
は
い
じ
め
ら
れ
て
ば

か
り
で
す
と
、
間
に
入
っ
て
仲
裁

の
で
す
が
、　
一
般
的
に
は
子
供
た

ち
だ
け
に
任
せ
て
お
く
の
が
賢
明

な
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

た
だ
し
、
相
手
に
ケ
ガ
を
さ
せ

て
し
ま
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
さ
せ
ら

れ
た
り
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
「し
　
　
の
対
人
意
議
を
持
つ
よ
う
に
な
り

き
っ
ば
り
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
自
分
の
子
供
が
、
い
じ
め
ら
れ
て

子
供
は
、　
い
じ
め
た
り
、
い
じ
　
　
ば
か
り
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
友

め
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
遊
び
を
通
　
　
達
か
ら
引
き
離
し
て
し
ま
う
の
は

し
て
、
″人
と
の
つ
き
合
い
方

を々
　
　
場
合
に
も
よ
り
ま
す
が
、
考
え
も

学
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
な
る
べ
　
　
の
で
す
。
い
じ
わ
る
を
さ
れ
て
も
、

対

人

関

係

を

身

に

つ

け

る

″
場

〃

く
大
勢
の
子
供
と
遊
ば
せ
る
よ
う
　
　
そ
れ
に
く
じ
け
ず
仲
間
に
加
わ
ろ

に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
う
と
す
る
子
供
は
、
あ
る
面
で
は

体
の
弱
い
子
、乱
暴
な
子
、内
気
　
　
た
く
ま
し
く
、
人
の
こ
と
を
思
い

な
子
、
自
分
勝
手
な
子
…
…
い
ろ
　
　
や
る
、
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
に
育

い
ろ
な
性
格
の
子
と
つ
き
合
う
こ
　
　
つ
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

と
で
、
自
分
と
他
人
と
の
違
い
を
　
　
「
い
じ
め
ら
れ
た
」
と
泣
い
て
帰

知
り
、
自
主
性
や
思
い
や
り
な
ど
　
　
っ
て
き
て
も
、
ヶ
ガ
な
ど
が
な
い

１
９
働

―

人
間
同
志
の
争

い
は
、
人
間
の

心
の
中
か
ら
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
争
い
を
な
く
す
る
た
め
に
は
、

人
間
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で

を
築
く
こ
と
で
あ
る
。
更
に

「争

い
の
根
源
は
無
知
で
あ
る
」
と
し

て
、
こ
れ
を
退
治
し
よ
う
と
の
り

出
し
た
の
が
ュ
ネ
ス
コ
で
あ
る
。

知
識
は
、
音
の
社
会
で
は

一
生

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
有
効
で
あ

っ

た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
す
ぐ
に

時
代
お
く
れ
と
な
り
、
社
会
が
進

め
ば
進
む
程
、
知
識
に
対
す
る
「飢

え
」
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

生
涯
教
育
の
理
念
が
現
代
に
相

応
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
の
は
、　
一

九
六
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

∩
制
れ
（紆
牌

（はＭ賀解諺　一鵬
・郡一

八講鄭　鵬秘　一靭通紳一

（鴻知　れ書　一樹　た一

（に藤　秘“　一脚　ｍ一

（辮蔵富美撃　一肝　に一

②
は
、
教
育
を
子
ど
も
の
将
来

の
準
備
と
し
て
行
う
０
の
で
な
く

現
代
を
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に

行
お
う
と
す
る
も
の
。

③
は
、
未
来
に
対
し
て
何
か
を

志
向
し
、
創
造
し
よ
う
と
し
て
学

習
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
生
涯
教
育
は
、
人
間
の
籠

生
に
始
ま
り
、
人
間
の
死
に
お
い

て
終
わ
る
ま
で
、　
一
貫
し
て
計
画

的
に
教
育
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
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